
JP 2015-221095 A 2015.12.10

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】静止画の初期表示遅延を小さくし、内視鏡を小
型にし、かつ、内視鏡の消費電力を低減することができ
る技術を提供する。
【解決手段】データ記憶部４は、静止画表示信号１２が
、動画表示の実施を示す第１の状態から静止画表示の実
施を示す第２の状態となったタイミングで撮像データを
記憶データとして記憶する。画質制御部１１は、より後
に生成される静止画データの画質がより高くなるように
、複数の静止画データの画質を制御する。データ選択部
7は、静止画表示信号１２が第１の状態である場合に動
画データを選択し、静止画表示信号１２が第２の状態で
ある場合に、複数の静止画データを、複数の静止画デー
タが生成された順に選択する。送信部８は、データ選択
部7が選択した動画データ又は複数の静止画データを無
線送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、
　静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す
第2の状態となったタイミングで前記撮像データを記憶データとして記憶するデータ記憶
部と、
　前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する動画圧縮部と、
　前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する静止画圧縮部と、
　より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるように、前記複数の静止画
データの画質を制御する画質制御部と、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止
画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止
画データが生成された順に選択するデータ選択部と、
　前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数の静止画データを無線送信す
る送信部と、
　前記送信部が無線送信した前記動画データ又は前記複数の静止画データを受信する受信
部と、
　前記受信部が受信した前記動画データ又は前記複数の静止画データに伸張処理を行い、
表示データを生成し、前記複数の静止画データに対する前記伸張処理では、前記複数の静
止画データが生成された順に複数の前記表示データを生成する画像伸張部と、
　前記表示データにより表示処理を行う画像表示部と、
　を有する無線内視鏡システム。
【請求項２】
　前記静止画表示信号が前記第2の状態から前記第1の状態となる直前のタイミングで前記
画像伸張部が生成した前記表示データに対応する前記静止画データの画質が所定の画質以
上である場合に、当該表示データを注目画像データとして指定する注目画像指定部と、
　前記注目画像データとして指定された前記表示データを保存する画像保存部と、
　をさらに有する請求項1に記載の無線内視鏡システム。
【請求項３】
　前記複数の静止画データの各々の生成を実行するか否かを示す実行情報に基づいて前記
複数の静止画データの生成を制御する制御部をさらに有する請求項1に記載の無線内視鏡
システム。
【請求項４】
　予め設定された最高画質の前記静止画データの要求に係る高精細要求信号を生成する高
画質要求部をさらに有し、
　前記複数の静止画データのうち最後に生成される前記静止画データが生成される前に、
前記静止画表示信号が前記第2の状態であり、前記高精細要求信号が、前記最高画質の前
記静止画データの要求を示す第3の状態である場合に、前記画質制御部は、前記静止画デ
ータの画質を前記最高画質にし、
　前記複数の静止画データのうち最後に生成される前記静止画データが生成される前に、
前記静止画表示信号が前記第2の状態であり、前記高精細要求信号が、前記第3の状態と異
なる第4の状態である場合に、前記画質制御部は、より後に生成される前記静止画データ
の画質がより高くなるように、かつ、最後に生成される前記静止画データの画質が前記最
高画質となるように、前記複数の静止画データの画質を順次変化させる請求項1に記載の
無線内視鏡システム。
【請求項５】
　撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、
　静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す



(3) JP 2015-221095 A 2015.12.10

10

20

30

40

50

第2の状態となったタイミングで前記撮像データを記憶データとして記憶するデータ記憶
部と、
　前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する動画圧縮部と、
　前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する静止画圧縮部と、
　より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるように、前記複数の静止画
データの画質を制御する画質制御部と、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止
画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止
画データが生成された順に選択するデータ選択部と、
　前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数の静止画データを無線送信す
る送信部と、
　を有する内視鏡。
【請求項６】
　撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、
　静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す
第2の状態となったタイミングで前記撮像データを記憶データとして記憶するデータ記憶
部と、
　前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する動画圧縮部と、
　前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する静止画圧縮部と、
　より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるように、前記複数の静止画
データの画質を制御する画質制御部と、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止
画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止
画データが生成された順に選択するデータ選択部と、
　前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数の静止画データを無線送信す
る送信部と、
　を有する内視鏡から無線送信された前記動画データ又は前記複数の静止画データを受信
する受信部と、
　前記受信部が受信した前記動画データ又は前記複数の静止画データに伸張処理を行い、
表示データを生成し、前記複数の静止画データに対する前記伸張処理では、前記複数の静
止画データが生成された順に複数の前記表示データを生成する画像伸張部と、
　前記表示データにより表示処理を行う画像表示部と、
　を有する表示装置。
【請求項７】
　フリーズ指示部が、静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成するステップと、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す
第2の状態となったタイミングで、撮像部が撮像を行って生成した撮像データをデータ記
憶部が記憶データとして記憶するステップと、
　動画圧縮部が前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成するステップと、
　静止画圧縮部が前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成するス
テップであって、より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるステップと
、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に、前記動画データを送信部が無線送
信するステップと、
　前記静止画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記
複数の静止画データが生成された順に、前記送信部が無線送信するステップと、
　を有する画像送信方法。
【請求項８】
　撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、
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　静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す
第2の状態となったタイミングで前記撮像データを記憶データとして記憶するデータ記憶
部と、
　前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する動画圧縮部と、
　前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する静止画圧縮部と、
　より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるように、前記複数の静止画
データの画質を制御する画質制御部と、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止
画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止
画データが生成された順に選択するデータ選択部と、
　前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数の静止画データを無線送信す
る送信部と、
　を有する内視鏡から無線送信された前記動画データ又は前記複数の静止画データを受信
部が受信するステップと、
　前記受信部が受信した前記動画データ又は前記複数の静止画データに画像伸張部が伸張
処理を行い、表示データを生成し、前記複数の静止画データに対する前記伸張処理では、
前記複数の静止画データが生成された順に複数の前記表示データを生成するステップと、
　前記表示データにより画像表示部が表示処理を行うステップと、
　を有する画像表示方法。
【請求項９】
　フリーズ指示部が生成した、静止画表示の実施に係る静止画表示信号を検出するステッ
プと、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す
第2の状態となったタイミングで、撮像部が撮像を行って生成した撮像データをデータ記
憶部に記憶データとして記憶させるステップと、
　前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する処理を動画圧縮部に行わせる
ステップと、
　前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する処理を静止画圧縮
部に行わせるステップであって、より後に生成される前記静止画データの画質がより高く
なるステップと、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に、前記動画データを送信部に無線送
信させるステップと、
　前記静止画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記
複数の静止画データが生成された順に、前記送信部に無線送信させるステップと、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、
　静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、
　前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す
第2の状態となったタイミングで前記撮像データを記憶データとして記憶するデータ記憶
部と、
　前記撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する動画圧縮部と、
　前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する静止画圧縮部と、
　より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるように、前記複数の静止画
データの画質を制御する画質制御部と、
　前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止
画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止
画データが生成された順に選択するデータ選択部と、
　前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数の静止画データを無線送信す
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る送信部と、
　を有する内視鏡から無線送信された前記動画データ又は前記複数の静止画データを受信
部に受信させるステップと、
　前記受信部が受信した前記動画データ又は前記複数の静止画データに対して画像伸張部
に伸張処理を行わせ、表示データを生成させ、前記複数の静止画データに対する前記伸張
処理では、前記複数の静止画データが生成された順に複数の前記表示データを生成するス
テップと、
　前記表示データにより画像表示部に表示処理を行わせるステップと、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システムでは、動画の観察中に、詳細な観察用の静止画を保存することがある。
静止画の保存は、操作者からのフリーズ指示に応じて行われる。保存された静止画は患部
の診断に使用される。診断を容易にするために静止画が高精細な画像であることが求めら
れる。また、操作者の作業性を向上させるために表示遅延が小さいことが求められる。
【０００３】
　無線で静止画を伝送する無線内視鏡では、伝送路帯域が制限される。このため、高精細
な画像の伝送と、表示遅延の低減とが両立しにくい。また、無線内視鏡は、可搬性を上げ
るために電池で駆動される。したがって、省電力化のために回路規模の削減と処理の簡素
化とが求められる。
【０００４】
　これらの課題を解決するため、無線内視鏡が、通常の観察用の低解像度の動画と、詳細
な観察用の高解像度の静止画とを別々に送る場合がある。特許文献1には、以下の画像処
理装置が開示されている。この画像処理装置は、画像データに行う符号化を、動画用の符
号化と静止画用の符号化との中から、指示手段からの指示に応じて選択する。符号化され
た画像データは外部装置に送信される。また、特許文献1には、低画質の動画の伝送中に
指示手段からの指示により動画の伝送を中断して高精細の静止画を送ることが可能な例が
開示されている。
【０００５】
　上記の従来技術とは別に、JPEG規格の一部であるプログレッシブ符号化という方法が開
示されている。この方法では、1枚分の静止画が符号化(圧縮に対応)され、符号化された1
枚分の静止画が周波数成分毎に分割される。また、低周波数成分から高周波数成分まで、
順次、周波数成分が送信される。これによって、表示される静止画の画質が低画質から徐
々に高画質に変化する。プログレッシブ符号化の詳細は非特許文献1に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第3227834号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】安田浩、「マルチメディア符号化の国際標準」、丸善株式会社、1991年
7月、p.24-26
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献1に開示された技術を無線内視鏡に使用した場合、フリーズ指示が行われた後
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に伝送される静止画像の画質は、事前に決定された画質である。高画質の画像を送信した
場合、データ量が多くなる。また、最初に静止画が表示されるまでの初期表示遅延が増大
する。このため、静止画の表示が開始されるまでに時間が掛かる場合がある。
【０００９】
　一方、無線内視鏡でプログレッシブ符号化を使用した場合、フリーズ指示が行われた後
に表示される静止画の画質を時間の経過と共に向上させることが可能となる。しかし、符
号化処理と復号処理とが複雑となるため、高速に処理を行うためには多くのハードウェア
リソースが必要となる。このため、省電力化が望まれる。
【００１０】
　本発明は、静止画の初期表示遅延を小さくし、内視鏡を小型にし、かつ、内視鏡の消費
電力を低減することができる技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、静止画表示の実施に係る静止
画表示信号を生成するフリーズ指示部と、前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す
第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで前記撮像データを
記憶データとして記憶するデータ記憶部と、前記撮像データに動画圧縮を行い、動画デー
タを生成する動画圧縮部と、前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを
生成する静止画圧縮部と、より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるよ
うに、前記複数の静止画データの画質を制御する画質制御部と、前記静止画表示信号が前
記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止画表示信号が前記第2の状態
である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止画データが生成された順に選
択するデータ選択部と、前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数の静止
画データを無線送信する送信部と、前記送信部が無線送信した前記動画データ又は前記複
数の静止画データを受信する受信部と、前記受信部が受信した前記動画データ又は前記複
数の静止画データに伸張処理を行い、表示データを生成し、前記複数の静止画データに対
する前記伸張処理では、前記複数の静止画データが生成された順に複数の前記表示データ
を生成する画像伸張部と、前記表示データにより表示処理を行う画像表示部と、を有する
無線内視鏡システムである。
【００１２】
　また、本発明は、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、静止画表示の実施に係
る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、前記静止画表示信号が、動画表示の実施
を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで前記撮像デ
ータを記憶データとして記憶するデータ記憶部と、前記撮像データに動画圧縮を行い、動
画データを生成する動画圧縮部と、前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画デ
ータを生成する静止画圧縮部と、より後に生成される前記静止画データの画質がより高く
なるように、前記複数の静止画データの画質を制御する画質制御部と、前記静止画表示信
号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止画表示信号が前記第2
の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止画データが生成された
順に選択するデータ選択部と、前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数
の静止画データを無線送信する送信部と、を有する内視鏡である。
【００１３】
　また、本発明は、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、静止画表示の実施に係
る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、前記静止画表示信号が、動画表示の実施
を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで前記撮像デ
ータを記憶データとして記憶するデータ記憶部と、前記撮像データに動画圧縮を行い、動
画データを生成する動画圧縮部と、前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画デ
ータを生成する静止画圧縮部と、より後に生成される前記静止画データの画質がより高く
なるように、前記複数の静止画データの画質を制御する画質制御部と、前記静止画表示信
号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止画表示信号が前記第2
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の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止画データが生成された
順に選択するデータ選択部と、前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数
の静止画データを無線送信する送信部と、を有する内視鏡から無線送信された前記動画デ
ータ又は前記複数の静止画データを受信する受信部と、前記受信部が受信した前記動画デ
ータ又は前記複数の静止画データに伸張処理を行い、表示データを生成し、前記複数の静
止画データに対する前記伸張処理では、前記複数の静止画データが生成された順に複数の
前記表示データを生成する画像伸張部と、前記表示データにより表示処理を行う画像表示
部と、を有する表示装置である。
【００１４】
　また、本発明は、フリーズ指示部が、静止画表示の実施に係る静止画表示信号を生成す
るステップと、前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示
の実施を示す第2の状態となったタイミングで、撮像部が撮像を行って生成した撮像デー
タをデータ記憶部が記憶データとして記憶するステップと、動画圧縮部が前記撮像データ
に動画圧縮を行い、動画データを生成するステップと、静止画圧縮部が前記記憶データに
静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成するステップであって、より後に生成され
る前記静止画データの画質がより高くなるステップと、前記静止画表示信号が前記第1の
状態である場合に、前記動画データを送信部が無線送信するステップと、前記静止画表示
信号が前記第2の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止画デー
タが生成された順に、前記送信部が無線送信するステップと、を有する画像送信方法であ
る。
【００１５】
　また、本発明は、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、静止画表示の実施に係
る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、前記静止画表示信号が、動画表示の実施
を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで前記撮像デ
ータを記憶データとして記憶するデータ記憶部と、前記撮像データに動画圧縮を行い、動
画データを生成する動画圧縮部と、前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画デ
ータを生成する静止画圧縮部と、より後に生成される前記静止画データの画質がより高く
なるように、前記複数の静止画データの画質を制御する画質制御部と、前記静止画表示信
号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止画表示信号が前記第2
の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止画データが生成された
順に選択するデータ選択部と、前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数
の静止画データを無線送信する送信部と、を有する内視鏡から無線送信された前記動画デ
ータ又は前記複数の静止画データを受信部が受信するステップと、前記受信部が受信した
前記動画データ又は前記複数の静止画データに画像伸張部が伸張処理を行い、表示データ
を生成し、前記複数の静止画データに対する前記伸張処理では、前記複数の静止画データ
が生成された順に複数の前記表示データを生成するステップと、前記表示データにより画
像表示部が表示処理を行うステップと、を有する画像表示方法である。
【００１６】
　また、本発明は、フリーズ指示部が生成した、静止画表示の実施に係る静止画表示信号
を検出するステップと、前記静止画表示信号が、動画表示の実施を示す第1の状態から静
止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで、撮像部が撮像を行って生成した
撮像データをデータ記憶部に記憶データとして記憶させるステップと、前記撮像データに
動画圧縮を行い、動画データを生成する処理を動画圧縮部に行わせるステップと、前記記
憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する処理を静止画圧縮部に行わ
せるステップであって、より後に生成される前記静止画データの画質がより高くなるステ
ップと、前記静止画表示信号が前記第1の状態である場合に、前記動画データを送信部に
無線送信させるステップと、前記静止画表示信号が前記第2の状態である場合に、前記複
数の静止画データを、前記複数の静止画データが生成された順に、前記送信部に無線送信
させるステップと、をコンピュータに実行させるためのプログラムである。
【００１７】
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　また、本発明は、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部と、静止画表示の実施に係
る静止画表示信号を生成するフリーズ指示部と、前記静止画表示信号が、動画表示の実施
を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで前記撮像デ
ータを記憶データとして記憶するデータ記憶部と、前記撮像データに動画圧縮を行い、動
画データを生成する動画圧縮部と、前記記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画デ
ータを生成する静止画圧縮部と、より後に生成される前記静止画データの画質がより高く
なるように、前記複数の静止画データの画質を制御する画質制御部と、前記静止画表示信
号が前記第1の状態である場合に前記動画データを選択し、前記静止画表示信号が前記第2
の状態である場合に、前記複数の静止画データを、前記複数の静止画データが生成された
順に選択するデータ選択部と、前記データ選択部が選択した前記動画データ又は前記複数
の静止画データを無線送信する送信部と、を有する内視鏡から無線送信された前記動画デ
ータ又は前記複数の静止画データを受信部に受信させるステップと、前記受信部が受信し
た前記動画データ又は前記複数の静止画データに対して画像伸張部に伸張処理を行わせ、
表示データを生成させ、前記複数の静止画データに対する前記伸張処理では、前記複数の
静止画データが生成された順に複数の前記表示データを生成するステップと、前記表示デ
ータにより画像表示部に表示処理を行わせるステップと、をコンピュータに実行させるた
めのプログラムである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、より後に生成される静止画データの画質がより高くなるように、複数
の静止画データの画質が制御される。これによって、静止画の初期表示遅延を小さくし、
内視鏡を小型にし、かつ、内視鏡の消費電力を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第1の実施形態による無線内視鏡システムの構成例を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第1の実施形態における撮像データのサイズの例を示す参考図である。
【図３】本発明の第1の実施形態における表示画面のサイズと表示画面の構成との例を示
す参考図である。
【図４】本発明の第1の実施形態における画像データのフォーマットと、動画データ及び
静止画データの画素の構成と、圧縮率と、1フレーム当たりの送信時間との例を示す参考
図である。
【図５】本発明の第1の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図６】本発明の第1の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第1の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図８】本発明の第1の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図９】本発明の第1の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第1の実施形態による表示装置の動作例を示すフローチャートである
。
【図１１】本発明の第2の実施形態による内視鏡の構成例を示すブロック図である。
【図１２】本発明の第2の実施形態による表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第2の実施形態による表示装置の動作例を示すフローチャートである
。
【図１４】本発明の第2の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の第2の実施形態による内視鏡の動作例を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の第2の実施形態における選択テーブルの内容例を示す参考図である。
【図１７】本発明の第2の実施形態による内視鏡の構成の変形例を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
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　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００２１】
(第1の実施形態)
　まず、本発明の第1の実施形態を説明する。本実施形態では、撮像された画像を動画又
は静止画として表示装置に無線伝送する内視鏡と、受信した動画又は静止画を表示する表
示装置とを有する無線内視鏡システムの例を説明する。
【００２２】
　本実施形態の無線内視鏡システムは、通常は動画表示を行い、操作者がフリーズ指示を
行った場合に静止画表示を行う。本実施形態の静止画表示では、フリーズ指示が行われた
直後には、符号量が削減されて低画質の画像が高速に表示される。その後、徐々に高画質
の画像が表示される。この表示方法により、操作者が、フリーズ指示の直後に表示される
静止画に注目することが可能となる。また、フリーズ指示が継続している場合に、表示さ
れる静止画の画質が徐々に高画質に移行する。
【００２３】
　図1から図4を用いて、無線内視鏡システムの構成と動作とを説明する。図1は、本実施
形態による無線内視鏡システムの構成例を示している。図2は、図1に示す内視鏡1が行う
撮像動作により生成される撮像データのサイズの例を示している。図3は、図1に示す表示
装置13が行う表示動作により表示される表示画面のサイズと表示画面の構成との例を示し
ている。図4は、動画及び静止画のそれぞれの1フレーム分のデータの送信時間の例を示し
ている。
【００２４】
　図1に示すように、本実施形態の無線内視鏡システムは、内視鏡1と、表示装置13と、表
示モニタ18とを有する。内視鏡1と表示装置13とは、無線通信で接続されている。
【００２５】
　図1に示すように、内視鏡1は、撮像部2、データバス3、データ記憶部4、動画圧縮部5、
静止画圧縮部6、データ選択部7、送信部8、フリーズ指示部9、内視鏡制御部10、画質制御
部11を有する。撮像部2は、生体(人体)内に挿入され、撮像を行い、撮像データを生成す
る。撮像データは被写体の画像データである。撮像部2は、生成された撮像データをデー
タバス3に出力する。撮像部2から出力された撮像データは、データバス3を介して、デー
タ記憶部4と動画圧縮部5とに供給される。
【００２６】
　データ記憶部4は、撮像部2から出力された撮像データを記憶データとして記憶する。デ
ータ記憶部4は、内視鏡制御部10からの指示に応じて、記憶している記憶データをデータ
バス3に出力する。データ記憶部4から出力された記憶データは、データバス3を介して、
静止画圧縮部6に供給される。
【００２７】
　動画圧縮部5は、撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する。動画圧縮部5は
、生成された動画データをデータ選択部7に出力する。静止画圧縮部6は、データ記憶部4
から出力された記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する。静止画
圧縮部6は、生成された複数の静止画データをデータ選択部7に出力する。画質制御部11は
、複数の静止画データの画質を、内視鏡制御部10からの指示に応じて制御する。
【００２８】
　データ選択部7は、動画圧縮部5から出力された動画データと、静止画圧縮部6から出力
された複数の静止画データとのいずれかを、内視鏡制御部10からの指示に応じて選択する
。データ選択部7は、選択されたデータを送信部8に出力する。送信部8は、データ選択部7
が選択した動画データ又は複数の静止画データを表示装置13に無線送信する。
【００２９】
　フリーズ指示部9は、内視鏡1の操作者からのフリーズ指示を検出する。本実施形態の例
では、フリーズ指示部9はボタンを有し、ボタンの押下げによるフリーズ指示を検出する
。フリーズ指示部9は、フリーズ指示の検出結果に応じて、静止画表示の実施に係る静止
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画表示信号12を生成する。ボタンが押されていない場合、静止画表示信号12は、動画表示
の実施を示す無効(第1の状態)すなわちOFFとなる。また、ボタンの押下げが継続している
間、静止画表示信号12は、静止画表示の実施を示す有効(第2の状態)すなわちONとなる。
【００３０】
　内視鏡制御部10は、内視鏡1の各部を制御する。具体的には、内視鏡制御部10は、静止
画表示信号12の状態に応じて各部を制御し、フリーズ処理を実行する。内視鏡制御部10は
、動画圧縮部5と、静止画圧縮部6と、データ選択部7との少なくともいずれかの機能を有
していてもよい。
【００３１】
　また、内視鏡制御部10は、内視鏡制御部10の動作を制御するためのプログラムや必要な
データを記憶する。内視鏡制御部10の機能は、例えば内視鏡制御部10の動作を規定する命
令を含むプログラムを、内視鏡1のコンピュータが読み込んで実行することにより、ソフ
トウェアの機能として実現可能である。また、このプログラムは、例えばフラッシュメモ
リのような「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」により提供されてもよい。また、上
述したプログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピュータから、伝送媒
体を介して、あるいは伝送媒体中の伝送波により内視鏡1に伝送されることで内視鏡1に入
力されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、インターネット等のネ
ットワーク(通信網)や電話回線等の通信回線(通信線)のように、情報を伝送する機能を有
する媒体である。また、上述したプログラムは、前述した機能の一部を実現してもよい。
さらに、上述したプログラムは、前述した機能をコンピュータに既に記録されているプロ
グラムとの組合せで実現できる、いわゆる差分ファイル(差分プログラム)であってもよい
。
【００３２】
　静止画表示信号12が無効(OFF)である場合、動画表示のための動画圧縮処理と動画デー
タの送信処理とが行われる。動画圧縮部5は動画圧縮処理を行う。すなわち、動画圧縮部5
は、撮像部2からの撮像データを受け取り、受け取った撮像データに動画圧縮を行う。デ
ータ選択部7は動画圧縮部5からの動画データを選択する。送信部8は動画データの送信処
理を行う。すなわち、送信部8は、データ選択部7を介して動画データを受け取り、受け取
った動画データを表示装置13に無線送信する。
【００３３】
　静止画表示信号12が有効(ON)である場合、静止画表示のための静止画圧縮処理と静止画
データの送信処理とが行われる。データ記憶部4は、静止画表示信号12が、動画表示の実
施を示す無効(OFF)から静止画表示の実施を示す有効(ON)となったタイミングで撮像部2か
らの撮像データを記憶データとして記憶する。静止画圧縮部6は静止画圧縮処理を行う。
すなわち、静止画圧縮部6は、撮像データをデータ記憶部4から読み出し、読み出した撮像
データに静止画圧縮を行う。
【００３４】
　静止画圧縮部6は、静止画圧縮のパラメータを変更して、複数回、静止画圧縮処理を行
う。画質制御部11は、より後に生成される静止画データの画質がより高くなるような圧縮
処理のパラメータを静止画圧縮部6に設定することによって、複数の静止画データの画質
を制御する。静止画圧縮のパラメータを設定する処理の詳細については後述する。静止画
圧縮部6が出力する複数の静止画データのいずれかは、圧縮率が1であるデータすなわち非
圧縮のデータであってもよい。つまり、静止画圧縮部6が、静止画データとして、非圧縮
のデータを出力してもよい。
【００３５】
　データ選択部7は、静止画圧縮部6が生成した複数の静止画データを、複数の静止画デー
タが生成された順に選択する。送信部8は複数の静止画データの送信処理を行う。すなわ
ち、送信部8は、データ選択部7を介して静止画データを順次受け取り、受け取った静止画
データを表示装置13に順次無線送信する。
【００３６】
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　また、送信部8は、動画圧縮又は静止画圧縮のパラメータと、画像データが動画データ
と静止画データとのどちらであるのかを示すパラメータ(画像データの種別を示すパラメ
ータ)とを含む管理データを表示装置13に無線送信する。管理データは、動画データの最
初のフレームの送信が開始される直前と、静止画データの各フレームの送信が開始される
直前との各時点で送信される。
【００３７】
　動画圧縮又は静止画圧縮のパラメータの代わりに、そのパラメータと一意に対応し、そ
のパラメータとは異なる情報が管理データに含まれていてもよい。例えば、動画圧縮又は
静止画圧縮のパラメータを識別する情報が管理データに含まれていてもよい。あるいは、
動画フォーマット又は静止画フォーマットを識別する情報が管理データに含まれていても
よい。また、動画圧縮又は静止画圧縮のパラメータの代わりに、そのパラメータに対応す
る動画伸張又は静止画伸張のパラメータが管理データに含まれていてもよい。あるいは、
動画伸張又は静止画伸張のパラメータを識別する情報が管理データに含まれていてもよい
。
【００３８】
　動画又は静止画の表示終了(表示切り換え)の通知は、上記の管理データとは異なる管理
データにより行われる。動画又は静止画の表示終了(表示切り換え)を通知する管理データ
は、終了するモード(動画表示又は静止画表示)を示すデータを含む。静止画表示信号12の
状態が変化した後、動画データ又は静止画データが送信されるタイミングとは異なるタイ
ミングで、送信部8は、この管理データを単独で表示装置13に無線送信する。
【００３９】
　画像データと管理データとの様々なフォーマット及び送信タイミングが考案されている
。これらについては、いずれも公知であるので、これ以上の説明は省略する。
【００４０】
　図1に示すように、表示装置13は、受信部14、画像伸張部15、画像表示部16、表示装置
制御部17を有する。受信部14は、内視鏡1の送信部8が無線送信した動画データ又は複数の
静止画データを受信する。受信部14は、受信された動画データ又は複数の静止画データを
画像伸張部15に出力する。画像伸張部15は、受信部14が受信した動画データ又は複数の静
止画データに伸張処理を行い、表示データを生成する。画像伸張部15は、複数の静止画デ
ータに対する伸張処理では、複数の静止画データが生成された順に複数の表示データを生
成する。画像伸張部15は、生成された表示データを画像表示部16に出力する。
【００４１】
　画像表示部16は、表示データにより表示処理を行う。具体的には、画像表示部16は、表
示データを、表示モニタ18に画像を表示可能なフォーマットのデータに変換する。画像表
示部16は、フォーマットが変換された表示データを表示モニタ18に出力する。表示モニタ
18は、表示データに基づいて動画又は静止画を表示する。
【００４２】
　表示装置制御部17は、表示装置13の各部を制御する。具体的には、表示装置制御部17は
、受信部14が受信した管理データから、動画圧縮又は静止画圧縮のパラメータと、画像デ
ータの種別(動画又は静止画)を示すパラメータとを検出する。表示装置制御部17は、検出
されたパラメータに基づいて、画像伸張部15の設定と、画像表示部16の設定と、静止画デ
ータの画質の設定とを行う。表示装置制御部17は、画像伸張部15と画像表示部16との少な
くともいずれかの機能を有していてもよい。
【００４３】
　また、表示装置制御部17は、表示装置制御部17の動作を制御するためのプログラムや必
要なデータを記憶する。表示装置制御部17の機能は、例えば表示装置制御部17の動作を規
定する命令を含むプログラムを、表示装置13のコンピュータが読み込んで実行することに
より、ソフトウェアの機能として実現可能である。このプログラムの実装方法は、内視鏡
1の内視鏡制御部10の動作を制御するためのプログラムの実装方法と同様であってもよい
。
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【００４４】
　次に、図2から図4を用いて、本実施形態の画像フォーマットを説明する。図2は、撮像
部2が生成する撮像データ200のサイズの例を示している。図2に示すように、撮像データ2
00は、縦が2000画素かつ横が2000画素の正方形の領域における各画素のデータで構成され
ている。内視鏡1の操作時に回転により撮像範囲の縦と横とが入れ替わるため、撮像デー
タを構成する領域は正方形である。
【００４５】
　図3は、表示モニタ18の表示フォーマットの例を示している。表示モニタ18の表示画面3
00の縦の画素数が3000であり、表示画面300の横の画素数が4000である例が示されている
。表示画面300の中央部に、内視鏡1で撮像された画像が表示される表示領域301が設定さ
れている。表示画面300の周辺部には、画像データの種別(動画又は静止画)を示すパラメ
ータと、静止画の画質を示すパラメータとを表示する属性データ表示領域302が設定され
ている。
【００４６】
　図4は、画像データのフォーマットと、動画データ及び静止画データの画素の構成と、
圧縮率と、1フレーム当たりの送信時間との例を示している。動画データは、縦が1000画
素かつ横が1000画素の正方形の領域における各画素のデータで構成されている。送信時間
の関係上、動画データの縦と横との画素数は、図2に示す撮像データ200の縦と横との画素
数をそれぞれ半分に縮小した画素数である。動画データの圧縮率は1/20に設定されている
。毎秒30枚の動画データを送信するフレームレート(30f/s)を達成するために1フレーム当
たりの送信時間は0.033秒である。
【００４７】
　図4に示すように、静止画データのフォーマットは以下の3種類の静止画フォーマットの
いずれかである。静止画データの画素の構成は、図2に示す撮像データ200の画素の構成と
同じである。すなわち、静止画データは、縦が2000画素かつ横が2000画素の正方形の領域
における各画素のデータで構成されている。
【００４８】
　第1の静止画フォーマットでは、圧縮率は、動画データと同じ圧縮率すなわち1/20であ
る。第2の静止画フォーマットでは、圧縮率は1/4である。第3の静止画フォーマットでは
、圧縮率は1である。すなわち、第3の静止画フォーマットは、静止画圧縮が行われない非
圧縮データに対応する。動画データの1フレーム当たりのデータ量が"1"である場合、第1
の静止画フォーマットによる静止画データの1フレーム当たりのデータ量は"4"である。同
様に、第2の静止画フォーマットによる静止画データの1フレーム当たりのデータ量は"20"
である。同様に、第3の静止画フォーマットによる静止画データの1フレーム当たりのデー
タ量は"80"である。
【００４９】
　図4に示す1フレーム当たりの送信時間は、通信路に余裕がなくデータの送信が伝送レー
トの上限で行われている場合の送信時間である。動画データの1フレーム当たりの送信時
間は0.033秒である。第1の静止画フォーマットによる静止画データの1フレーム当たりの
送信時間は0.133秒である。第2の静止画フォーマットによる静止画データの1フレーム当
たりの送信時間は0.667秒である。第3の静止画フォーマットによる静止画データの1フレ
ーム当たりの送信時間は2.667秒である。
【００５０】
　フリーズ指示が行われた場合、フリーズ指示のタイミングから約0.133秒後に、第1の静
止画フォーマットによる静止画を含む静止画表示画面が表示モニタ18に表示される。さら
に、約0.8(0.133+0.667)秒後に、第2の静止画フォーマットによる静止画を含む静止画表
示画面が表示モニタ18に表示される。さらに、約3.467(0.133+0.667+2.667)秒後に、第3
の静止画フォーマットによる静止画を含む静止画表示画面が表示モニタ18に表示される。
これらの時間は、送信処理以外の処理に要する時間を零と仮定して計算した時間である。
【００５１】
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　画質制御部11は、図4に示す各フォーマットに対応する動画圧縮と静止画圧縮とのパラ
メータを記憶している。内視鏡制御部10はフォーマットを画質制御部11に通知する。画質
制御部11は、通知されたフォーマットに対応する動画圧縮又は静止画圧縮のパラメータを
動画圧縮部5又は静止画圧縮部6に設定する。
【００５２】
　フリーズ指示が行われた場合、内視鏡制御部10は、第1から第3の静止画フォーマットを
画質制御部11に順次通知する。画質制御部11は、内視鏡制御部10から通知された静止画フ
ォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータを順次選択し、選択されたパラメータを静
止画圧縮部6に設定する。
【００５３】
　具体的には、画質制御部11は、第1の静止画フォーマット、第2の静止画フォーマット、
第3の静止画フォーマットの順にフォーマットが切り替わるように、各フォーマットに対
応する静止画圧縮のパラメータを順次選択し、選択されたパラメータを静止画圧縮部6に
設定する。つまり、画質制御部11は、より後に生成される静止画データの画質がより高く
なるように、静止画圧縮部6に設定される静止画圧縮のパラメータを制御する。これによ
って、画質制御部11は、複数の静止画データの画質を制御する。
【００５４】
　上記のように、本実施形態の例では、3種類の静止画データが使用される。2種類の静止
画データを使用してもよいし、4種類以上の静止画データを使用してもよい。
【００５５】
　本実施形態では、静止画表示の実施が指示されたときに、第1の静止画フォーマットに
よる低画質の第1の静止画データが内視鏡1から送信され、第1の静止画データに基づく静
止画が表示される。このため、静止画の初期表示遅延を小さくすることができる。
【００５６】
　前述したように、プログレッシブ符号化では、符号化された1枚分の静止画が周波数成
分毎に分割され、順次、周波数成分が送信される。本実施形態では、符号化された1枚分
の静止画データが分割されるのではなく、撮像データ(記憶データ)に対する静止画圧縮に
より複数の静止画データが生成される。これによって、プログレッシブ符号化よりも簡易
な静止画圧縮を行うことが可能となる。必要なハードウェアリソースが低減されるため、
内視鏡1を小型にし、かつ、内視鏡1の消費電力を低減することができる。
【００５７】
　次に、図5から図9を用いて、フリーズの開始とフリーズの終了とに係る処理の内容を説
明する。図5は、内視鏡1の内視鏡制御部10が行うフリーズ開始・終了処理(S1)の手順例を
示している。図6は、内視鏡1の内視鏡制御部10が行う静止画圧縮・送信処理(S20)の手順
例を示している。図7は、内視鏡1の内視鏡制御部10が行う静止画圧縮・送信終了処理(S31
)の手順例を示している。図8は、内視鏡1の内視鏡制御部10が行う動画送信開始処理(S40)
の手順例を示している。図9は、内視鏡1の内視鏡制御部10が行う動画送信終了処理(S44)
の手順例を示している。
【００５８】
　図5～図9に示す各処理は、独立した処理(タスク)として構成されている。また、管理プ
ログラム(OS)の管理下で各処理の実行が制御される。そのため、各処理で"待ち"の処理が
行われている間に他の処理が実行可能である。また、複数の処理が実行可能な場合、より
優先度の高い処理が実行される。OSの管理下でのタスクの実行方法は公知であるので、タ
スクの実行方法に係る説明を省略する。
【００５９】
　図5に示すように、フリーズ開始・終了処理(S1)では、以下の処理が行われる。最初に
、内視鏡制御部10は動画送信開始処理の実行指示(S2)を行う。動画送信開始処理の実行指
示(S2)は、図8に示す動画送信開始処理(S40)の実行を指示する処理である。
【００６０】
　フリーズ開始・終了処理(S1)と動画送信開始処理(S40)とは、異なるタスクとしてOSに
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より管理されている。このため、フリーズ開始・終了処理(S1)と動画送信開始処理(S40)
とを並行して行うことが可能である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度は1であり、
動画送信開始処理(S40)の優先度は5である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度が動画
送信開始処理(S40)の優先度よりも高く設定されているため、内視鏡制御部10は、動画送
信開始処理の実行指示(S2)を行った後、動画送信開始処理(S40)を行う前に静止画表示信
号12の更新検出処理(S3)を行う。
【００６１】
　静止画表示信号12の更新検出処理(S3)では、内視鏡制御部10は、フリーズ指示部9から
の静止画表示信号12を監視して、静止画表示信号12の更新を検出する。静止画表示信号12
が更新されていない場合、所定期間が経過した後に、内視鏡制御部10は静止画表示信号12
の更新検出処理(S3)を再度行う。つまり、静止画表示信号12が更新されていない場合、静
止画表示信号12の更新検出処理(S3)が所定周期で行われる。この場合、フリーズ開始・終
了処理(S1)は待ち状態となる。フリーズ開始・終了処理(S1)が待ち状態となると、実行可
能な動画送信開始処理(S40)が実行される。
【００６２】
　図8に示すように、動画送信開始処理(S40)では、以下の処理が行われる。最初に、内視
鏡制御部10は、動画圧縮の開始指示(S41)により動画圧縮部5に動画圧縮処理を開始させる
。これによって、動画圧縮部5は動画圧縮処理を開始する。
【００６３】
　続いて、内視鏡制御部10は、動画送信の開始指示(S42)を行う。動画送信の開始指示(S4
2)では、内視鏡制御部10は、動画圧縮部5が撮像データに動画圧縮を行って生成した動画
データをデータ選択部7に選択させ、選択された動画データを送信部8に無線送信させる。
これによって、データ選択部7は動画データを選択する。また、送信部8は、選択された動
画データを表示装置13に無線送信する。
【００６４】
　動画送信の開始指示(S42)が行われると、動画送信開始処理(S40)が終了する(S43)。動
画送信開始処理(S40)が終了した後、内視鏡制御部10は静止画表示信号12の更新検出処理(
S3)を行う。
【００６５】
　内視鏡1の操作者がフリーズ指示を行った場合、フリーズ指示部9が、ONである静止画表
示信号12を生成する。これによって、静止画表示信号12がOFFからONに更新される。この
更新が静止画表示信号12の更新検出処理(S3)により検出される。
【００６６】
　静止画表示信号12が更新された場合、内視鏡制御部10は静止画表示信号12の更新検出処
理(S3)を行う。静止画表示信号12がOFFからONになった場合、内視鏡制御部10は、静止画
表示を開始するために撮像データの記憶指示(S5)を行う。撮像データの記憶指示(S5)では
、内視鏡制御部10は、データ記憶部4に静止画表示用の撮像データの記憶を指示する。こ
れによって、データ記憶部4は、撮像部2が撮像を行って生成した撮像データを記憶データ
として記憶する。つまり、静止画表示信号12がOFFからONとなった先頭のタイミングでデ
ータ記憶部4は撮像データを記憶する。
【００６７】
　続いて、内視鏡制御部10は動画表示終了通知(S6)を行う。動画表示終了通知(S6)では、
内視鏡制御部10は、表示装置13に動画表示から静止画表示への切換を通知する。動画表示
終了通知(S6)では、管理データによって切換が通知される。内視鏡制御部10は管理データ
を送信部8に無線送信させる。これによって、送信部8は管理データを表示装置13に無線送
信する。送信部8から無線送信された管理データは表示装置13の受信部14によって受信さ
れる。受信された管理データは表示装置制御部17に出力される。表示装置制御部17は、管
理データに基づいて、表示中の動画の更新を停止(フリーズ)する処理と、表示モニタ18に
表示される画面を静止画表示画面に切り換える処理とを行う。画面が切り換えられた直後
の静止画表示画面には、動画の最後の画像が表示される。第1の静止画フォーマットによ
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る静止画データが受信された時点で、静止画表示画面に表示される画像が動画から静止画
に切り換えられる。
【００６８】
　続いて、内視鏡制御部10は動画送信終了処理の実行指示(S7)を行う。動画送信終了処理
の実行指示(S7)は、図9に示す動画送信終了処理(S44)の実行を指示する処理である。
【００６９】
　フリーズ開始・終了処理(S1)と動画送信終了処理(S44)とは、異なるタスクとしてOSに
より管理されている。このため、フリーズ開始・終了処理(S1)と動画送信終了処理(S44)
とを並行して行うことが可能である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度は1であり、
動画送信終了処理(S44)の優先度は3である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度が動画
送信終了処理(S44)の優先度よりも高く設定されているため、内視鏡制御部10は、動画送
信終了処理の実行指示(S7)を行った後、動画送信終了処理(S44)を行う前に静止画圧縮・
送信処理の実行指示(S8)を行う。静止画圧縮・送信処理の実行指示(S8)は、図6に示す静
止画圧縮・送信処理(S20)の実行を指示する処理である。
【００７０】
　フリーズ開始・終了処理(S1)と静止画圧縮・送信処理(S20)とは、異なるタスクとしてO
Sにより管理されている。このため、フリーズ開始・終了処理(S1)と静止画圧縮・送信処
理(S20) とを並行して行うことが可能である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度は1
であり、静止画圧縮・送信処理(S20)の優先度は4である。フリーズ開始・終了処理(S1)の
優先度が静止画圧縮・送信処理(S20)の優先度よりも高く設定されているため、内視鏡制
御部10は、静止画圧縮・送信処理の実行指示(S8)を行った後、静止画圧縮・送信処理(S20
)を行う前に静止画表示信号12の更新検出処理(S3)を行う。前述したように、静止画表示
信号12の更新検出処理(S3)は所定周期で行われるため、フリーズ開始・終了処理(S1)は待
ち状態となる。
【００７１】
　フリーズ開始・終了処理(S1)が待ち状態となると、実行可能であって優先度が最も高い
動画送信終了処理(S44)が実行される。図9に示すように、動画送信終了処理(S44)では、
以下の処理が行われる。最初に、内視鏡制御部10は、動画送信の終了指示(S45)により、
送信部8に動画データの送信を停止させる。これによって、送信部8は動画データの送信を
停止する。
【００７２】
　続いて、内視鏡制御部10は、動画圧縮の終了指示(S46)により、動画圧縮部5に動画圧縮
処理を停止させる。これによって、動画圧縮部5は動画圧縮処理を停止する。動画圧縮の
終了指示(S46)が行われると、動画送信終了処理(S44)が終了する(S47)。
【００７３】
　続いて、実行可能な状態となっている静止画圧縮・送信処理(S20)が実行される。静止
画圧縮・送信処理(S20)は、静止画圧縮のパラメータを、第1の静止画フォーマットに対応
するパラメータから順次、第3の静止画フォーマットに対応するパラメータまで更新して
静止画データを生成し、生成された静止画データを送信する処理である。
【００７４】
　図6に示すように、静止画圧縮・送信処理(S20)では、以下の処理が行われる。最初に、
内視鏡制御部10は第1の静止画圧縮指示(S21)を行う。第1の静止画圧縮指示(S21)では、内
視鏡制御部10は、第1の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータを画質制
御部11に設定させ、静止画圧縮部6に静止画圧縮処理を開始させる。これによって、画質
制御部11は、第1の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータを静止画圧縮
部6に設定する。また、静止画圧縮部6は静止画圧縮処理を開始する。
【００７５】
　続いて、内視鏡制御部10は、処理状態判定(S22)により、静止画圧縮部6が行っている静
止画圧縮処理の状態を検出する。静止画圧縮処理が継続している間、処理状態判定(S22)
が繰り返される。静止画圧縮処理の終了が検出された場合、内視鏡制御部10は、第1の静
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止画送信指示(S23)を行う。第1の静止画送信指示(S23)では、内視鏡制御部10は、静止画
圧縮部6が記憶データに静止画圧縮を行って生成した第1の静止画データをデータ選択部7
に選択させ、選択された第1の静止画データを送信部8に無線送信させる。これによって、
データ選択部7は第1の静止画データを選択する。また、送信部8は、選択された第1の静止
画データを表示装置13に無線送信する。第1の静止画データは、データ記憶部4から出力さ
れた記憶データに対して、第1の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータ
を用いて静止画圧縮を行うことにより生成されたデータである。
【００７６】
　続いて、内視鏡制御部10は第2の静止画圧縮指示(S24)を行う。第2の静止画圧縮指示(S2
4)では、内視鏡制御部10は、第2の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメー
タを画質制御部11に設定させ、静止画圧縮部6に静止画圧縮処理を開始させる。これによ
って、画質制御部11は、第2の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータを
静止画圧縮部6に設定する。また、静止画圧縮部6は静止画圧縮処理を開始する。第2の静
止画データに係る静止画圧縮処理は第1の静止画データの送信中に開始される。
【００７７】
　続いて、内視鏡制御部10は、処理状態判定(S25)により、静止画圧縮部6が行っている静
止画圧縮処理の状態を検出する。静止画圧縮処理が継続している間、処理状態判定(S25)
が繰り返される。静止画圧縮処理の終了が検出された場合、内視鏡制御部10は、第2の静
止画送信指示(S26)を行う。第2の静止画送信指示(S26)では、内視鏡制御部10は、静止画
圧縮部6が記憶データに静止画圧縮を行って生成した第2の静止画データをデータ選択部7
に選択させ、選択された第2の静止画データを送信部8に無線送信させる。これによって、
データ選択部7は第2の静止画データを選択する。また、送信部8は、選択された第2の静止
画データを表示装置13に無線送信する。第2の静止画データは、データ記憶部4から出力さ
れた記憶データに対して、第2の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータ
を用いて静止画圧縮を行うことにより生成されたデータである。
【００７８】
　続いて、内視鏡制御部10は第3の静止画圧縮指示(S27)を行う。第3の静止画圧縮指示(S2
7)では、内視鏡制御部10は、第3の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメー
タを画質制御部11に設定させ、静止画圧縮部6に静止画圧縮処理を開始させる。これによ
って、画質制御部11は、第3の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータを
静止画圧縮部6に設定する。また、静止画圧縮部6は静止画圧縮処理を開始する。第3の静
止画データに係る静止画圧縮処理は第2の静止画データの送信中に開始される。
【００７９】
　続いて、内視鏡制御部10は、処理状態判定(S28)により、静止画圧縮部6が行っている静
止画圧縮処理の状態を検出する。静止画圧縮処理が継続している間、処理状態判定(S28)
が繰り返される。静止画圧縮処理の終了が検出された場合、内視鏡制御部10は、第3の静
止画送信指示(S29)を行う。第3の静止画送信指示(S29)では、内視鏡制御部10は、静止画
圧縮部6が記憶データに静止画圧縮を行って生成した第3の静止画データをデータ選択部7
に選択させ、選択された第3の静止画データを送信部8に無線送信させる。これによって、
データ選択部7は第3の静止画データを選択する。また、送信部8は、選択された第3の静止
画データを表示装置13に無線送信する。第3の静止画データは、データ記憶部4から出力さ
れた記憶データに対して、第3の静止画フォーマットに対応する静止画圧縮のパラメータ
を用いて静止画圧縮を行うことにより生成されたデータである。
【００８０】
　第3の静止画送信指示(S29)が行われると、静止画圧縮・送信処理(S20)が終了(S30)する
。上記の手順により、静止画圧縮部6は記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画デ
ータ、すなわち第1の静止画データと、第2の静止画データと、第3の静止画データとを生
成する。また、上記の手順では、より後に生成される静止画データの画質がより高くなる
。すなわち、第1の静止画データの画質よりも第2の静止画データの画質がより高くなる。
また、第2の静止画データの画質よりも第3の静止画データの画質がより高くなる。同一の
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撮像データから生成された3種類の静止画データが、第1の静止画データ、第2の静止画デ
ータ、第3の静止画データの順に送信される。
【００８１】
　静止画表示信号12の更新検出処理(S3)で静止画表示信号12がONからOFFになった場合、
以下のように静止画表示から動画表示にモードが切り換えられる。切換の指示が行われた
時点で、内視鏡制御部10は、静止画圧縮・送信処理の実行状態判定(S9)により、静止画圧
縮・送信処理(S20)が実行中であるか否かを判定する。
【００８２】
　静止画圧縮・送信処理(S20)が完了している場合、内視鏡制御部10は動画送信開始処理
の実行指示(S11)を行う。動画送信開始処理の実行指示(S11)は、図8に示す動画送信開始
処理(S40)の実行を指示する処理である。
【００８３】
　静止画圧縮・送信処理(S20)が実行中である場合、内視鏡制御部10は静止画圧縮・送信
終了処理の実行指示(S10)を行う。静止画圧縮・送信終了処理の実行指示(S10)は、図7に
示す静止画圧縮・送信終了処理(S31)の実行を指示する処理である。
【００８４】
　フリーズ開始・終了処理(S1)と静止画圧縮・送信終了処理(S31)とは、異なるタスクと
してOSにより管理されている。このため、フリーズ開始・終了処理(S1)と静止画圧縮・送
信終了処理(S31)とを並行して行うことが可能である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優
先度は1であり、静止画圧縮・送信終了処理(S31)の優先度は2である。フリーズ開始・終
了処理(S1)の優先度が静止画圧縮・送信終了処理(S31)の優先度よりも高く設定されてい
るため、内視鏡制御部10は、静止画圧縮・送信処理の終了処理の実行指示(S10)を行った
後、静止画圧縮・送信終了処理(S31)を行う前に動画送信開始処理の実行指示(S11)を行う
。動画送信開始処理の実行指示(S11)は、図8に示す動画送信開始処理(S40)の実行を指示
する処理である。
【００８５】
　フリーズ開始・終了処理(S1)と動画送信開始処理(S40)とは、異なるタスクとしてOSに
より管理されている。このため、フリーズ開始・終了処理(S1)と動画送信開始処理(S40)
とを並行して行うことが可能である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度は1であり、
動画送信開始処理(S40)の優先度は5である。フリーズ開始・終了処理(S1)の優先度が動画
送信開始処理(S40)の優先度よりも高く設定されているため、内視鏡制御部10は、動画送
信開始処理の実行指示(S11)を行った後、動画送信開始処理(S40)を行う前に静止画表示終
了通知(S12)を行う。
【００８６】
　静止画表示終了通知(S12)では、内視鏡制御部10は、表示装置13に静止画表示から動画
表示への切換を通知する。静止画表示終了通知(S12)では、管理データによって切換が通
知される。送信部8から無線送信された管理データは表示装置13の受信部14によって受信
される。受信された管理データは表示装置制御部17に出力される。表示装置制御部17は、
管理データに基づいて、表示モニタ18に表示される画面を動画表示画面に切り換える処理
を行う。画面が切り換えられた直後の動画表示画面には、静止画が表示される。動画デー
タが受信された時点で、動画表示画面に表示される画像が静止画から動画に切り換えられ
る。
【００８７】
　静止画表示終了通知(S12)が行われた後、静止画表示信号12の更新検出処理(S3)が行わ
れる。前述したように、静止画表示信号12の更新検出処理(S3)は所定周期で行われるため
、フリーズ開始・終了処理(S1)は待ち状態となる。
【００８８】
　このとき、優先度が2である静止画圧縮・送信終了処理(S31)と、優先度が5である動画
送信開始処理(S40)とが実行可能である。より優先度の高い静止画圧縮・送信終了処理(S3
1)が動画送信開始処理(S40)よりも先に行われる。
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【００８９】
　図7に示すように、静止画圧縮・送信終了処理(S31)では、以下の処理が行われる。最初
に、内視鏡制御部10は、静止画圧縮・送信処理の終了指示(S32)により、静止画圧縮・送
信処理(S20)の実行を停止する。続いて、内視鏡制御部10は、静止画圧縮の終了指示(S33)
により、静止画圧縮部6に静止画圧縮処理を停止させる。これによって、静止画圧縮部6は
静止画圧縮処理を停止する。
【００９０】
　続いて、内視鏡制御部10は、静止画送信終了指示(S34)により、送信部8に静止画データ
の送信を停止させる。これによって、送信部8は静止画データの送信を停止する。静止画
送信終了指示(S34)が行われると、静止画圧縮・送信終了処理(S31)が終了する (S35)。
【００９１】
　静止画圧縮・送信終了処理(S31)が終了した後、内視鏡制御部10は動画送信開始処理(S4
0)を行う。動画送信開始処理(S40)については既に説明したので、動画送信開始処理(S40)
に係る説明を省略する。動画送信開始処理(S40)が終了した後、静止画表示信号12の更新
検出処理(S3)が行われる。上記の手順により、フリーズ開始・終了処理(S1)が行われる。
【００９２】
　次に、表示装置13が行う処理の内容を説明する。本実施形態の管理データは、図5の動
画表示終了通知(S6)と、図5の静止画表示終了通知(S12)と、動画データの最初のフレーム
の送信が開始される直前と、静止画データの各フレームの送信が開始される直前との各時
点で送信される。動画表示終了通知(S6)と、静止画表示終了通知(S12)とで送信される管
理データは、動画表示と静止画表示との切り換えに使用される。動画データの最初のフレ
ームの送信が開始される直前と、静止画データの各フレームの送信が開始される直前との
各時点で送信される管理データは画像データの種別の判定と画像データの処理用のパラメ
ータの設定とに使用される。
【００９３】
　内視鏡1から管理データが送信された場合、表示装置13の受信部14は管理データを受信
する。受信部14は、受信された管理データを表示装置制御部17に出力する。表示装置制御
部17は管理データの内容を解析する。表示装置制御部17は、画像伸張部15と画像表示部16
とに、画像データのフォーマットに対応したパラメータを設定する。
【００９４】
　図10を用いて、画像データの受信と表示とに関して表示装置13が行う処理の内容を説明
する。図10は、表示装置13の表示装置制御部17が行う画像データ受信処理(S90)の手順例
を示している。図10では、管理データの受信に係る処理は省略されている。図10に示すよ
うに、画像データ受信処理(S90)では、以下の処理が行われる。
【００９５】
　最初に、表示装置制御部17は画像データの受信を待つ(S91)。内視鏡1から動画データ又
は静止画データが無線送信された場合、表示装置制御部17は、内視鏡1から無線送信され
た動画データ又は静止画データを受信部14に受信させる。これによって、受信部14は動画
データ又は静止画データを受信する。
【００９６】
　動画データ又は静止画データが受信された場合、表示装置制御部17は、データ種別判定
(S92)を行う。データ種別判定(S92)では、表示装置制御部17は、画像データよりも前に受
信されている管理データに基づいて、受信された画像データの種別を判定する。受信され
た画像データの種別が動画データである場合には、動画データの最初のフレームが受信さ
れる直前に、動画処理に対応したパラメータが画像伸張部15と画像表示部16とに設定され
ている。このパラメータに従って処理が行われる。
【００９７】
　表示装置制御部17は、動画伸張処理の実行指示(S93)により、画像伸張部15に動画デー
タの伸張処理を行わせる。これによって、画像伸張部15は、受信部14が受信した動画デー
タに伸張処理を行い、表示データを生成する。続いて、表示装置制御部17は、動画表示処
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理の実行指示(S94)により、画像表示部16に動画の表示処理を行わせる。これによって、
画像表示部16は、表示データにより表示処理を行う。このため、表示モニタ18に動画が表
示される。動画表示処理の実行指示(S94)が行われた後、表示装置制御部17は次のフレー
ムの画像データの受信を待つ(S91)。
【００９８】
　受信された画像データの種別が静止画データである場合には、静止画データの各フレー
ムが受信される直前に、静止画処理に対応したパラメータが画像伸張部15と画像表示部16
とに設定されている。このパラメータに従って処理が行われる。
【００９９】
　表示装置制御部17は、静止画伸張処理の実行指示(S95)により、画像伸張部15に静止画
データの伸張処理を行わせる。これによって、画像伸張部15は、受信部14が受信した静止
画データに伸張処理を行い、表示データを生成する。続いて、表示装置制御部17は、静止
画表示処理の実行指示(S96)により、画像表示部16に静止画の表示処理を行わせる。これ
によって、画像表示部16は、表示データにより表示処理を行う。このため、表示モニタ18
に静止画が表示される。静止画表示処理の実行指示(S96)が行われた後、表示装置制御部1
7は次のフレームの画像データの受信を待つ(S91)。
【０１００】
　本実施形態では、第1の静止画データと、第2の静止画データと、第3の静止画データと
の3種類のデータが、静止画圧縮部6によって静止画データが生成された順に送信される。
このため、画像伸張部15は、複数の静止画データに対する伸張処理では、複数の静止画デ
ータが生成された順に複数の表示データを生成する。
【０１０１】
　図1において、データバス3と表示モニタ18とは、本実施形態による無線内視鏡システム
の特徴的な構成ではない。また、図5から図9に示す処理のうち、図5に示す静止画表示信
号12の更新検出処理(S3)と、図5に示す撮像データの記憶指示(S5)と、図6に示す静止画圧
縮・送信処理(S20)と、図8に示す動画送信開始処理(S40)とに係る処理以外の処理につい
ては、本実施形態による無線内視鏡システムの特徴的な処理ではない。また、図6から図9
に示す各処理の詳細は適宜変更可能である。
【０１０２】
　本実施形態によれば、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部2と、静止画表示の実
施に係る静止画表示信号12を生成するフリーズ指示部9と、静止画表示信号12が、動画表
示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで撮
像データを記憶データとして記憶するデータ記憶部4と、撮像データに動画圧縮を行い、
動画データを生成する動画圧縮部5と、記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画デ
ータを生成する静止画圧縮部6と、より後に生成される静止画データの画質がより高くな
るように、複数の静止画データの画質を制御する画質制御部11と、静止画表示信号12が第
1の状態である場合に動画データを選択し、静止画表示信号12が第2の状態である場合に、
複数の静止画データを、複数の静止画データが生成された順に選択するデータ選択部7と
、データ選択部7が選択した動画データ又は複数の静止画データを無線送信する送信部8と
、送信部8が無線送信した動画データ又は複数の静止画データを受信する受信部14と、受
信部14が受信した動画データ又は複数の静止画データに伸張処理を行い、表示データを生
成し、複数の静止画データに対する伸張処理では、複数の静止画データが生成された順に
複数の表示データを生成する画像伸張部15と、表示データにより表示処理を行う画像表示
部16と、を有する無線内視鏡システムが構成される。
【０１０３】
　また、本実施形態によれば、撮像を行い、撮像データを生成する撮像部2と、静止画表
示の実施に係る静止画表示信号12を生成するフリーズ指示部9と、静止画表示信号12が、
動画表示の実施を示す第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミン
グで撮像データを記憶データとして記憶するデータ記憶部4と、撮像データに動画圧縮を
行い、動画データを生成する動画圧縮部5と、記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静
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止画データを生成する静止画圧縮部6と、より後に生成される静止画データの画質がより
高くなるように、複数の静止画データの画質を制御する画質制御部11と、静止画表示信号
12が第1の状態である場合に動画データを選択し、静止画表示信号12が第2の状態である場
合に、複数の静止画データを、複数の静止画データが生成された順に選択するデータ選択
部7と、データ選択部7が選択した動画データ又は複数の静止画データを無線送信する送信
部8と、を有する内視鏡1が構成される。
【０１０４】
　また、本実施形態によれば、内視鏡1から無線送信された動画データ又は複数の静止画
データを受信する受信部14と、受信部14が受信した動画データ又は複数の静止画データに
伸張処理を行い、表示データを生成し、複数の静止画データに対する伸張処理では、複数
の静止画データが生成された順に複数の表示データを生成する画像伸張部15と、表示デー
タにより表示処理を行う画像表示部16と、を有する表示装置13が構成される。
【０１０５】
　また、本実施形態によれば、フリーズ指示部9が、静止画表示の実施に係る静止画表示
信号12を生成するステップ(S3)と、静止画表示信号12が、動画表示の実施を示す第1の状
態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで、撮像部2が撮像を行って
生成した撮像データをデータ記憶部4が記憶データとして記憶するステップ(S5)と、動画
圧縮部5が撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成するステップ(S41)と、静止画
圧縮部6が記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成するステップであ
って、より後に生成される静止画データの画質がより高くなるステップ(S21，S24，S27)
と、静止画表示信号12が第1の状態である場合に、動画データを送信部8が無線送信するス
テップ(S42)と、静止画表示信号12が第2の状態である場合に、複数の静止画データを、複
数の静止画データが生成された順に、送信部8が無線送信するステップ(S23，S26，S29)と
、を有する画像送信方法が構成される。
【０１０６】
　また、本実施形態によれば、内視鏡1から無線送信された動画データ又は複数の静止画
データを受信部14が受信するステップ(S91)と、受信部14が受信した動画データ又は複数
の静止画データに画像伸張部15が伸張処理を行い、表示データを生成し、複数の静止画デ
ータに対する伸張処理では、複数の静止画データが生成された順に複数の表示データを生
成するステップ(S93，S95)と、表示データにより画像表示部16が表示処理を行うステップ
(S94，S96)と、を有する画像表示方法が構成される。
【０１０７】
　また、本実施形態によれば、フリーズ指示部9が生成した、静止画表示の実施に係る静
止画表示信号12を検出するステップ(S3)と、静止画表示信号12が、動画表示の実施を示す
第1の状態から静止画表示の実施を示す第2の状態となったタイミングで、撮像部2が撮像
を行って生成した撮像データをデータ記憶部4に記憶データとして記憶させるステップ(S5
)と、撮像データに動画圧縮を行い、動画データを生成する処理を動画圧縮部5に行わせる
ステップ(S41)と、記憶データに静止画圧縮を行い、複数の静止画データを生成する処理
を静止画圧縮部6に行わせるステップであって、より後に生成される静止画データの画質
がより高くなるステップ(S21，S24，S27)と、静止画表示信号12が第1の状態である場合に
、動画データを送信部8に無線送信させるステップ(S42)と、静止画表示信号が第2の状態
である場合に、複数の静止画データを、複数の静止画データが生成された順に、送信部8
に無線送信させるステップ(S23，S26，S29)と、を内視鏡1のコンピュータに実行させるた
めのプログラムが構成される。
【０１０８】
　また、本実施形態によれば、内視鏡1から無線送信された動画データ又は複数の静止画
データを受信部14に受信させるステップ(S91)と、受信部14が受信した動画データ又は複
数の静止画データに対して画像伸張部15に伸張処理を行わせ、表示データを生成させ、複
数の静止画データに対する伸張処理では、複数の静止画データが生成された順に複数の表
示データを生成するステップ(S93，S95)と、表示データにより画像表示部16に表示処理を
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行わせるステップ(S94，S96)と、をコンピュータに実行させるためのプログラムが構成さ
れる。
【０１０９】
　本実施形態では、より後に生成される静止画データの画質がより高くなるように、複数
の静止画データの画質が制御される。これによって、静止画の初期表示遅延を小さくし、
内視鏡1を小型にし、かつ、内視鏡1の消費電力を低減することができる。
【０１１０】
(第2の実施形態)
　次に、本発明の第2の実施形態を説明する。本実施形態は、第1実施形態による無線内視
鏡システムに、自動保存機能と、表示画質選択機能と、優先表示機能とを追加した例であ
る。自動保存機能は、所定の画質以上の画質の静止画を注目画像として自動的に保存する
機能である。表示画質選択機能は、静止画圧縮の実行手順の選択を可能とする機能である
。優先表示機能は、高画質の静止画を優先して表示する機能である。
【０１１１】
　本実施形態では、図1に示す内視鏡1が、図11に示す内視鏡20に変更される。図11は、内
視鏡20の構成例を示している。図11に示すように、内視鏡20は、撮像部2、データバス3、
データ記憶部4、動画圧縮部5、静止画圧縮部6、データ選択部7、送信部8、画質制御部11
、フリーズ指示部21、内視鏡制御部22を有する。撮像部2、データバス3、データ記憶部4
、動画圧縮部5、静止画圧縮部6、データ選択部7、送信部8、画質制御部11については既に
説明したので、これらの構成に係る説明を省略する。本実施形態では、図1に示す内視鏡1
におけるフリーズ指示部9がフリーズ指示部21に変更されている。また、本実施形態では
、図1に示す内視鏡1における内視鏡制御部10が内視鏡制御部22に変更されている。
【０１１２】
　フリーズ指示部21は、第1の実施形態のフリーズ指示部9の機能と、予め設定された最高
画質の静止画データの要求に係る高精細要求信号23を生成する機能とを有する。つまり、
本実施形態のフリーズ指示部21は、高精細要求信号23を生成する高画質要求部として機能
する。高精細要求信号23は、上記の優先表示機能の実現に使用される。
【０１１３】
　フリーズ指示部21では、静止画表示信号12を出力するためのボタンが2段の押下げタイ
プのボタンに変更されている。ボタンが1段目まで押し下げられたとき、静止画表示信号1
2がONとなる。また、ボタンが2段目まで押し下げられたとき、高精細要求信号23がONとな
る。フリーズ指示部9と、高精細要求信号23を生成する高画質要求部とを別々に設けても
よい。
【０１１４】
　内視鏡制御部22は、第1の実施形態における静止画圧縮・送信処理(S20)とは異なる静止
画圧縮・送信処理(S70)を行う。静止画圧縮・送信処理(S70)の詳細については後述する。
【０１１５】
　また、本実施形態では、図1に示す表示装置13が、図12に示す表示装置24に変更される
。図12は、表示装置24の構成例を示している。図12を用いて表示装置24の構成と動作とを
説明する。
【０１１６】
　図12に示すように、表示装置24は、受信部14、画像伸張部15、表示装置制御部25(注目
画像指定部、制御部)、注目画像一時記憶部26、画像保存部27、画像表示部28を有する。
受信部14と画像伸張部15とについては既に説明したので、これらの構成に係る説明を省略
する。本実施形態では、図1の表示装置13に対して、注目画像一時記憶部26と画像保存部2
7とが追加されている。また、本実施形態では、図1の表示装置13における表示装置制御部
17が表示装置制御部25に変更されている。また、本実施形態では、図1の表示装置13にお
ける画像表示部16が画像表示部28に変更されている。
【０１１７】
　表示装置制御部25では、自動保存機能と表示画質選択機能との選択を可能とする機能が
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追加されている。注目画像一時記憶部26は、注目画像データとして自動的に画像保存部27
に保存される表示データを一時記憶する。注目画像一時記憶部26は、画像伸張部15から出
力された表示データを一時記憶するための揮発性記憶媒体を有する。画像保存部27は、所
定の画質以上の画質を有する静止画データに対応する表示データを注目画像データとして
保存する。画像保存部27は、注目画像データを保存するための不揮発性記憶媒体を有する
。画像表示部28は、図1の表示装置13における画像表示部16の機能と、画像保存部27に保
存された注目画像データにより表示処理を行う機能とを有する。
【０１１８】
　自動保存機能に係る動作は以下の通りである。表示装置制御部25は、静止画表示信号12
がON(第2の状態)からOFF(第1の状態)となる直前のタイミングで画像伸張部15が生成した
表示データに対応する静止画データの画質が所定の画質以上である場合に、その表示デー
タを注目画像データとして指定する。画像伸張部15が生成した表示データは注目画像一時
記憶部26に一時記憶されるので、注目画像一時記憶部26に一時記憶されている表示データ
が注目画像データとして指定される。画像保存部27は、注目画像データとして指定された
表示データを保存する。
【０１１９】
　静止画表示信号12がONからOFFとなったタイミングは、静止画の表示終了(表示切り換え
)を通知する管理データによって表示装置13に通知される。管理データが受信された時点
で画像伸張部15が生成を完了している表示データ、すなわち管理データが受信された時点
で注目画像一時記憶部26に一時記憶されている表示データが、静止画表示信号12がONから
OFFとなる直前のタイミングで画像伸張部15が生成した表示データである。
【０１２０】
　表示画質選択機能に係る動作は以下の通りである。本実施形態では、静止画データの生
成を静止画データ毎に制御することによって、表示モニタ18に表示される静止画の画質を
選択することが可能である。内視鏡制御部22は、複数の静止画データの各々の生成を実行
するか否かを示す選択テーブル(実行情報)に基づいて複数の静止画データの生成を制御す
る。つまり、内視鏡制御部22は、選択テーブルに基づいて、複数の静止画データの各々に
ついて、1つの静止画データ毎に静止画データを生成するか否かを決定する。内視鏡制御
部22は、決定された内容に基づいて、静止画データの生成を制御する。選択テーブルの詳
細については後述する。
【０１２１】
　優先表示機能に係る動作は以下の通りである。フリーズ指示部21は、予め設定された最
高画質の静止画データの要求に係る高精細要求信号23を生成する。高精細要求信号23がON
である場合に、優先表示機能により、最高画質に対応する静止画データすなわち第3の静
止画データが生成される。また、高精細要求信号23がOFFである場合に、第1の実施形態と
同様に、複数の静止画データが予め設定された順に生成される。
【０１２２】
　具体的には、複数の静止画データのうち最後に生成される静止画データが生成される前
に、静止画表示信号12がON(第2の状態)であり、高精細要求信号23が、最高画質の静止画
の要求を示すON(第3の状態)である場合に、画質制御部11は、静止画データの画質を最高
画質にする。
【０１２３】
　また、複数の静止画データのうち最後に生成される静止画データが生成される前に、静
止画表示信号12がON(第2の状態)であり、高精細要求信号23が、ON(第3の状態)と異なるOF
F(第4の状態)である場合に、画質制御部11は、より後に生成される静止画データの画質が
より高くなるように、かつ、最後に生成される静止画データの画質が最高画質となるよう
に、複数の静止画データの画質を順次変化させる。
【０１２４】
　次に、図13を用いて、本実施形態における自動保存機能に係る注目画像の決定と注目画
像の保存との手順を説明する。図13は、表示装置24の表示装置制御部25が行う管理データ
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受信処理(S50)の手順例を示している。
【０１２５】
　管理データ受信処理(S50)は、表示装置24の受信部14が内視鏡20からの管理データを受
信した場合に表示装置制御部25が行う処理である。具体的には、受信部14が、動画又は静
止画の表示終了(表示切り換え)を通知する管理データを受信した場合に、表示装置制御部
25は、画像表示部28に表示の切り換えを指示し、画像保存部27に保存を指示する。また、
受信部14が、静止画圧縮のパラメータと、画像データの種別を示すパラメータとを含む管
理データを受信した場合に、表示装置制御部25は、画像伸張部15に静止画伸張のパラメー
タを設定し、注目画像一時記憶部26に一時記憶を指示する。
【０１２６】
　内視鏡20は、図1に示す内視鏡1と同様に、図5に示すフリーズ開始・終了処理(S1)を行
う。本実施形態の管理データは、図5の動画表示終了通知(S6)と、図5の静止画表示終了通
知(S12)と、動画データの最初のフレームの送信が開始される直前と、静止画データの各
フレームの送信が開始される直前との各時点で送信される。動画表示終了通知(S6)と、静
止画表示終了通知(S12)とで送信される管理データは、動画表示と静止画表示との切り換
えに使用される。動画データの最初のフレームの送信が開始される直前と、静止画データ
の各フレームの送信が開始される直前との各時点で送信される管理データは、画像データ
の伸張処理用のパラメータと注目画像データの決定とに使用される。
【０１２７】
　図13に従って、詳細な説明を行う。管理データ受信処理(S50)では最初に、表示装置制
御部25は管理データの受信を待つ(S51)。内視鏡20から管理データが無線送信された場合
、表示装置制御部25は、内視鏡1から無線送信された管理データを受信部14に受信させる
。これによって、受信部14は管理データを受信する。
【０１２８】
　管理データが受信された場合、表示装置制御部25は、表示モード判定(S52)により、現
在の表示モードが動画表示と静止画表示とのどちらであるのかを判定する。内視鏡20から
の管理データに基づいて判定が行われる。具体的には、図5の動画表示終了通知(S6)によ
って送信された管理データが受信されたときに、表示装置制御部25は、表示モードが静止
画表示であることを示す情報を記憶する。また、静止画表示終了通知(S12)によって送信
された管理データが受信されたときに、表示装置制御部25は、表示モードが動画表示であ
ることを示す情報を記憶する。表示装置制御部25は、表示装置制御部25が記憶している、
表示モードを示す情報に基づいて現在の表示モードを判定する。
【０１２９】
　現在の表示モードが動画表示である場合、表示装置制御部25は、管理データの内容判定
(S53)により、S51で受信された管理データの内容を判定する。動画圧縮のパラメータが管
理データに含まれる場合、表示装置制御部25は、動画伸張パラメータ設定(S54)を行う。
動画伸張パラメータ設定(S54)は、画像伸張部15に動画伸張のパラメータを設定する処理
である。
【０１３０】
　動画伸張パラメータ設定(S54)では、表示装置制御部25は、管理データに含まれる動画
圧縮のパラメータを画像伸張部15に通知する。画像伸張部15は、動画伸張のパラメータと
静止画伸張のパラメータとを予め記憶している。動画圧縮のパラメータが通知された場合
、画像伸張部15は、通知されたパラメータに対応する動画伸張のパラメータを選択する。
これによって、画像伸張部15に動画伸張のパラメータが設定される。動画伸張のパラメー
タが設定された後、動画データが受信された場合、画像伸張部15は、選択されたパラメー
タを使用して、受信された動画データに伸張処理を行う。
【０１３１】
　終了するモードが動画表示であることを示すデータが管理データに含まれる場合、表示
装置制御部25は、静止画表示設定(S55)を行う。静止画表示設定(S55)では、表示装置制御
部25は、静止画表示に対応するパラメータを画像表示部28に設定することにより、画像表
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示部28が生成する表示データを動画表示用のデータから静止画表示用のデータに切り換え
る。切り換えが行われた直後の静止画表示画面には、動画の最後の画像が表示される。
【０１３２】
　表示モード判定(S52)において、現在の表示モードが静止画表示である場合、表示装置
制御部25は、管理データの内容判定(S56)により、S51で受信された管理データの内容を判
定する。静止画圧縮のパラメータが管理データに含まれる場合、表示装置制御部25は、静
止画伸張パラメータ設定(S57)を行う。静止画伸張パラメータ設定(S57)は、画像伸張部15
に静止画伸張のパラメータを設定する処理である。
【０１３３】
　静止画伸張パラメータ設定(S57)では、表示装置制御部25は、管理データに含まれる静
止画圧縮のパラメータを画像伸張部15に通知する。前述したように、画像伸張部15は、動
画伸張のパラメータと静止画伸張のパラメータとを予め記憶している。また、画像伸張部
15は、複数の静止画フォーマットのそれぞれに対応する静止画伸張のパラメータを記憶し
ている。静止画圧縮のパラメータが通知された場合、画像伸張部15は、通知されたパラメ
ータに対応する静止画伸張のパラメータを選択する。これによって、画像伸張部15に静止
画伸張のパラメータが設定される。静止画伸張のパラメータが設定された後、静止画デー
タが受信された場合、画像伸張部15は、選択されたパラメータを使用して、受信された静
止画データに伸張処理を行う。
【０１３４】
　続いて、表示装置制御部25は、静止画フォーマット判定(S58)により、受信される静止
画データの静止画フォーマットを判定する。前述したように、静止画圧縮のパラメータを
含む管理データは静止画データの各フレームの先頭で送信される。したがって、管理デー
タに含まれる静止画圧縮のパラメータは、管理データの後に送信される静止画データのフ
ォーマットを示している。
【０１３５】
　本実施形態では、第2の静止画フォーマットに対応する表示データと、第3の静止画フォ
ーマットに対応する表示データとが注目画像データとして使用される。静止画フォーマッ
トが第1の静止画フォーマットである場合、管理データ受信処理(S50)が終了する(S63)。
また、静止画フォーマットが第2の静止画フォーマット又は第3の静止画フォーマットであ
る場合、表示装置制御部25は、一時記憶指示(S59)を行う。
【０１３６】
　一時記憶指示(S59)では、表示装置制御部25は、画像伸張部15から出力された、第2の静
止画フォーマット又は第3の静止画フォーマットに対応する表示データを注目画像として
一時記憶するように注目画像一時記憶部26に指示する。一時記憶指示(S59)が行われると
、その時点までに注目画像一時記憶部26に記憶されていた表示データは消去され、画像伸
張部15から出力された表示データが注目画像一時記憶部26に新たに記憶される。一時記憶
指示(S59)が行われた後、管理データ受信処理(S50)が終了する(S63)。
【０１３７】
　終了するモードが静止画表示であることを示すデータが管理データに含まれる場合、表
示装置制御部25は、動画表示設定(S60)を行う。動画表示設定(S60)では、表示装置制御部
25は、動画表示に対応するパラメータを画像表示部28に設定することにより、画像表示部
28が生成する表示データを静止画表示用のデータから動画表示用のデータに切り換える。
切り換えが行われた直後の動画表示画面には、最後に伸張された静止画データに対応する
画像が表示される。
【０１３８】
　続いて、表示装置制御部25は、伸張完了静止画フォーマット判定(S61)により、管理デ
ータが受信された時点で伸張処理が完了している静止画データに対応する静止画フォーマ
ットを判定する。静止画フォーマットが第1の静止画フォーマットである場合、管理デー
タ受信処理(S50)が終了する(S63)。また、静止画フォーマットが第2の静止画フォーマッ
ト又は第3の静止画フォーマットである場合、表示装置制御部25は、表示データ保存(S62)
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を行う。
【０１３９】
　表示データ保存(S62)では、表示装置制御部25は、注目画像一時記憶部26に対して、注
目画像一時記憶部26に一時記憶されている注目画像データを出力させ、画像保存部27に対
して、注目画像一時記憶部26から出力された注目画像データを保存させる。これによって
、注目画像一時記憶部26は、注目画像一時記憶部26に一時記憶されている注目画像データ
を画像保存部27に出力する。画像保存部27は、注目画像一時記憶部26から出力された注目
画像データを保存する。
【０１４０】
　第3の静止画フォーマットに対応する表示データに基づいて静止画が表示されていると
きに静止画表示信号12がONからOFFとなった場合、第3の静止画フォーマットに対応する表
示データが注目画像一時記憶部26に一時記憶されている。このため、第3の静止画フォー
マットに対応する表示データが画像保存部27によって保存される。
【０１４１】
　第3の静止画フォーマットに対応する第3の静止画データの伸張処理が実行であるときに
静止画表示信号12がONからOFFとなった場合、第2の静止画フォーマットに対応する表示デ
ータが注目画像一時記憶部26に一時記憶されている。このため、第2の静止画フォーマッ
トに対応する表示データが画像保存部27によって保存される。
【０１４２】
　第2の静止画フォーマットに対応する第2の静止画データの伸張処理が実行中であるとき
に静止画表示信号12がONからOFFとなった場合、注目画像一時記憶部26に一時記憶されて
いる表示データがない。このため、画像保存部27によって表示データは保存されない。し
たがって、表示データ保存(S62)では、第1の静止画データの画質以上の画質を有する第2
の静止画データ又は第3の静止画データに対応する表示データが保存される。上記の手順
により、管理データ受信処理(S50)が行われる。
【０１４３】
　次に、図14から図16を用いて、表示画質選択機能と優先表示機能とに係る処理の内容を
説明する。図14と図15とは、内視鏡20が行う静止画圧縮・送信処理(S70)の手順例を示し
ている。図16は、内視鏡20が静止画フォーマット毎に処理を実行するか否かを決定する際
に使用する選択テーブルの内容例を示している。
【０１４４】
　図16に示すように、選択テーブルは、静止画フォーマットを示す情報と、実行又はスキ
ップ(省略)を示す情報とを関連付けたテーブルである。静止画フォーマットを示す情報は
、第1の静止画フォーマットと、第2の静止画フォーマットと、第3の静止画フォーマット
とのいずれかを示している。実行又はスキップを示す情報は、関連付けられている静止画
フォーマットに係る処理の実行とスキップとのいずれかを示している。
【０１４５】
　図16に示すように、第1の静止画フォーマットを示す情報と、第3の静止画フォーマット
とを示す情報に対して、実行を示す情報が関連付けられている。このため、第1の静止画
フォーマットに係る処理と、第3の静止画フォーマットに係る処理とが実行されるように
制御が行われる。また、第2の静止画フォーマットを示す情報に対して、スキップを示す
情報が関連付けられている。このため、第2の静止画フォーマットに係る処理が実行され
ないように制御が行われる。内視鏡制御部22は、予め選択テーブル(実行情報)を記憶する
記憶部としても機能する。内視鏡制御部22は、記憶された選択テーブルに基づいて、静止
画データの生成に係る制御を行う。
【０１４６】
　図14と図15とを用いて、静止画圧縮・送信処理(S70)の内容を説明する。静止画圧縮・
送信処理(S70)は、第1の実施形態における静止画圧縮・送信処理(S20)に、表示画質選択
機能と優先表示機能とに係る処理を追加した処理である。表示画質選択機能と優先表示機
能とに関係しない処理は、静止画圧縮・送信処理(S20)における処理と同じである。
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【０１４７】
　最初に、内視鏡制御部22は、フリーズ指示部21からの高精細要求信号23を監視して、高
精細要求信号23がONであるか否かを判定する(S71)。高精細要求信号23がONである場合、
第3の静止画圧縮指示(S83)が行われる。高精細要求信号23がOFFである場合、内視鏡制御
部22は、第1の静止画フォーマット実行判定(S72)を行う。第1の静止画フォーマット実行
判定(S72)では、内視鏡制御部22は、選択テーブルに基づいて、第1の静止画フォーマット
による第1の静止画データの生成を実行するか否かを判定する。
【０１４８】
　選択テーブルにおいて、第1の静止画フォーマットを示す情報と関連付けられている情
報がスキップを示す場合、S73からS75の処理が行われずにS76の処理が行われる。また、
選択テーブルにおいて、第1の静止画フォーマットを示す情報と関連付けられている情報
が実行を示す場合、内視鏡制御部22は第1の静止画圧縮指示(S73)を行う。第1の静止画圧
縮指示(S73)は、第1の実施形態における第1の静止画圧縮指示(S21)と同じであるので、第
1の静止画圧縮指示(S73)に係る説明を省略する。
【０１４９】
　続いて、内視鏡制御部22は、処理状態判定(S74)により、静止画圧縮部6が行っている静
止画圧縮処理の状態を検出する。静止画圧縮処理が継続している間、処理状態判定(S74)
が繰り返される。静止画圧縮処理の終了が検出された場合、内視鏡制御部22は、第1の静
止画送信指示(S75)を行う。第1の静止画送信指示(S75)は、第1の実施形態における第1の
静止画送信指示(S23)と同じであるので、第1の静止画送信指示(S75)に係る説明を省略す
る。
【０１５０】
　続いて、内視鏡制御部22は、フリーズ指示部21からの高精細要求信号23を監視して、高
精細要求信号23がONであるか否かを判定する(S76)。高精細要求信号23がONである場合、
第3の静止画圧縮指示(S83)が行われる。高精細要求信号23がOFFである場合、内視鏡制御
部22は、第2の静止画フォーマット実行判定(S77)を行う。第2の静止画フォーマット実行
判定(S77)では、内視鏡制御部22は、選択テーブルに基づいて、第2の静止画フォーマット
による第2の静止画データの生成を実行するか否かを判定する。
【０１５１】
　選択テーブルにおいて、第2の静止画フォーマットを示す情報と関連付けられている情
報がスキップを示す場合、S78からS80の処理が行われずにS81の処理が行われる。また、
選択テーブルにおいて、第2の静止画フォーマットを示す情報と関連付けられている情報
が実行を示す場合、内視鏡制御部22は第2の静止画圧縮指示(S78)を行う。第2の静止画圧
縮指示(S78)は、第1の実施形態における第2の静止画圧縮指示(S24)と同じであるので、第
2の静止画圧縮指示(S78)に係る説明を省略する。
【０１５２】
　続いて、内視鏡制御部22は、処理状態判定(S79)により、静止画圧縮部6が行っている静
止画圧縮処理の状態を検出する。静止画圧縮処理が継続している間、処理状態判定(S79)
が繰り返される。静止画圧縮処理の終了が検出された場合、内視鏡制御部22は、第2の静
止画送信指示(S80)を行う。第2の静止画送信指示(S80)は、第1の実施形態における第2の
静止画送信指示(S26)と同じであるので、第2の静止画送信指示(S80)に係る説明を省略す
る。
【０１５３】
　続いてに、内視鏡制御部22は、フリーズ指示部21からの高精細要求信号23を監視して、
高精細要求信号23がONであるか否かを判定する(S81)。高精細要求信号23がONである場合
、第3の静止画圧縮指示(S83)が行われる。高精細要求信号23がOFFである場合、内視鏡制
御部22は、第3の静止画フォーマット実行判定(S82)を行う。第3の静止画フォーマット実
行判定(S82)では、内視鏡制御部22は、選択テーブルに基づいて、第3の静止画フォーマッ
トによる第3の静止画データの生成を実行するか否かを判定する。
【０１５４】
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　選択テーブルにおいて、第3の静止画フォーマットを示す情報と関連付けられている情
報がスキップを示す場合、S83からS85の処理が行われずに静止画圧縮・送信処理(S70)が
終了する(S86)。また、選択テーブルにおいて、第3の静止画フォーマットを示す情報と関
連付けられている情報が実行を示す場合、内視鏡制御部22は第3の静止画圧縮指示(S83)を
行う。第3の静止画圧縮指示(S83)は、第1の実施形態における第3の静止画圧縮指示(S27)
と同じであるので、第3の静止画圧縮指示(S83)に係る説明を省略する。
【０１５５】
　続いて、内視鏡制御部22は、処理状態判定(S84)により、静止画圧縮部6が行っている静
止画圧縮処理の状態を検出する。静止画圧縮処理が継続している間、処理状態判定(S84)
が繰り返される。静止画圧縮処理の終了が検出された場合、内視鏡制御部22は、第3の静
止画送信指示(S85)を行う。第3の静止画送信指示(S85)は、第1の実施形態における第3の
静止画送信指示(S29)と同じであるので、第3の静止画送信指示(S85)に係る説明を省略す
る。
【０１５６】
　第3の静止画送信指示(S85)が行われると、静止画圧縮・送信処理(S70)が終了する(S86)
。上記の手順により、表示画質選択機能と優先表示機能とが実現される。
【０１５７】
　図16に示す選択テーブルの内容は任意に変更可能であってもよい。すなわち、選択テー
ブルにおいて、実行又なスキップを示す情報は任意に変更可能であってもよい。図17は、
選択テーブルの内容を変更可能な内視鏡30の構成例を示している。図17に示すように、内
視鏡30では、図11に示す内視鏡20の構成に対して実行指示部31が追加されている。
【０１５８】
　内視鏡30の操作者は、実行指示部31を操作することにより、選択テーブルの内容を指定
する情報を入力する。実行指示部31は、入力された情報に基づく実行指示信号32を内視鏡
制御部22に出力することにより、複数の静止画データの各々の表示に係る処理を実行する
か否かを指示する。内視鏡制御部22は、実行指示信号32に基づいて、内視鏡制御部22が記
憶している選択テーブルの内容を書き換える。上記以外の構成については、内視鏡20の構
成と同じであるので、上記以外の構成に係る説明を省略する。
【０１５９】
　図17に示す内視鏡30では、複数の静止画データの各々を表示するか否かを任意に設定す
ることが可能である。つまり、第1の静止画フォーマットによる第1の静止画データと、第
2の静止画フォーマットによる第2の静止画データと、第3の静止画フォーマットによる第3
の静止画データとの各々を表示するか否かを任意に設定することが可能である。例えば、
図16に示す選択テーブルを用いることにより、第2の静止画データのみを非表示とするこ
とが可能である。どの静止画データを表示するのか、あるいはどの静止画データを表示し
ないのかは、内視鏡30の操作者が任意に設定可能である。
【０１６０】
　本実施形態による無線内視鏡システムでは、自動保存機能と、表示画質選択機能と、優
先表示機能とが実装されているが、これらの3つの機能のいずれか1つのみ、又はいずれか
2つのみが実装されていてもよい。
【０１６１】
　例えば、自動保存機能が実装されない場合、注目画像一時記憶部26と画像保存部27とは
不要である。また、図13に示す管理データ受信処理(S50)において、静止画フォーマット
判定(S58)と、一時記憶指示(S59)と、伸張完了静止画フォーマット判定(S61)と、表示デ
ータ保存(S62)とは不要である。
【０１６２】
　また、表示画質選択機能が実装されない場合、図14と図15とに示す静止画圧縮・送信処
理(S70)において、第1の静止画フォーマット実行判定(S72)と、第2の静止画フォーマット
実行判定(S77)と、第3の静止画フォーマット実行判定(S82)とは不要である。さらに、図1
6に示す選択テーブルは不要である。
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　また、優先表示機能が実装されない場合、高精細要求信号23は不要である。したがって
、フリーズ指示部21は第1の実施形態におけるフリーズ指示部9であってもよい。さらに、
図14と図15とに示す静止画圧縮・送信処理(S70)において、高精細要求信号に係る判定(S7
1，S76，S81)は不要である。
【０１６４】
　本実施形態において、図13から図15に示す各処理の詳細は適宜変更可能である。
【０１６５】
　本実施形態では、より後に生成される静止画データの画質がより高くなるように、複数
の静止画データの画質が制御される。これによって、静止画の初期表示遅延を小さくし、
内視鏡20を小型にし、かつ、内視鏡20の消費電力を低減することができる。
【０１６６】
　また、自動保存機能を実装することによって、注目画像を表示するための表示データを
保存するために必要な、内視鏡20の操作者の手間を削減することができる。
【０１６７】
　また、表示画質選択機能を実装することによって、内視鏡20の操作者が好む画質の静止
画を表示することができる。
【０１６８】
　また、優先表示機能を実装することによって、内視鏡20の操作者が最高画質の静止画の
表示を要求した場合に、すぐに最高画質の静止画を表示することができる。内視鏡20の操
作者による要求の直後に最高画質の静止画が表示されるので、患部の詳細な診断等に係る
操作性が向上する。
【０１６９】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
【符号の説明】
【０１７０】
　1，20，30　内視鏡
　2　撮像部
　3　データバス
　4　データ記憶部
　5　動画圧縮部
　6　静止画圧縮部
　7　データ選択部
　8　送信部
　9，21　フリーズ指示部
　10，22　内視鏡制御部
　11　画質制御部
　13，24　表示装置
　14　受信部
　15　画像伸張部
　16，28　画像表示部
　17，25　表示装置制御部
　18　表示モニタ
　26　注目画像一時記憶部
　27　画像保存部
　31　実行指示部
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解决的问题：提供一种能够减少静态图像的初始显示延迟，缩小内窥镜
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质量控制单元11控制多个静止图像数据的图像质量，使得稍后生成的静
止图像数据的图像质量更高。 数据选择单元7在静止图像显示信号12处
于第一状态时选择运动图像数据，并且在静止图像显示信号12处于第二
状态时选择多个静止图像数据。 按照生成静止图像数据的顺序选择。 发
送器8无线地发送由数据选择器7选择的运动图像数据或多个静止图像数
据。 [选型图]图1
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